
 
 

 

家庭教育支援チーム 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

美祢市家庭教育支援チーム 

（呼称：「寄り添い応援隊」） 

②活動拠点 美祢市全小中学校区 

③活動範囲 同上 

④組織体制 

４人 

家庭児童相談員 １名  児童クラブ指導員・認定心理士 １名 

元主任児童委員 １名  現主任児童委員・地域コーディネーター １名  

⑤活動開始年度 平成２９年度（２０１７年度） 

⑥問合せ先 

 

美祢市教育委員会生涯学習スポーツ推進課 

（TEL） ０８３７-５２-５２６１  

（E-mail） shosupo@city.mine.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

□乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 □高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【家庭教育講座の開催】 

学校からの依頼を受けて、児童や保護者等を対象に、「早寝早起き朝

ごはん」等の生活習慣についての家庭教育講座を開催する。 

【学校等への訪問】 

参観日や就学時健康診断、中学校入学説明会等を訪問し、「寄り添い

応援隊」を紹介し、家庭教育について保護者に情報提供したり、個別相談

に対応したりする。 

【サロン「おしゃべり広場 カフェ『寄り添い隊夢（タイム）』」の開催】 

お茶等を飲みながら様々な話題について気軽に話せる場を提供し、保

護者のつながりを拡げたり深めたりするとともに、家庭教育や子育てに関

する保護者の不安を軽減させる。  

【アンケート実施・チラシの配布】 

「寄り添い応援隊」の周知や家庭教育・子育てに関する情報提供等に

向けて、家庭教育に関するチラシを作成し、各学校を通して保護者や教職

員等に配付する。 

【個別相談の実施】 

保護者からの依頼を受けて、日時や場所、対応する支援員等を決定

後、個別相談対応を実施する。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

市内小・中学校の保護者対象にアンケートを実施したところ、大部分の

保護者が、「子育てに対して困っていることや心配していることがある」と回

答した。そのほとんどは「相談するほどではない」と答えてはいるが、どの

家庭にも子育てに対する困り感があることがわかった。また、相談する家

族や友人がいないという保護者もあり、支援を必要としている保護者へ支

援が行き届くよう活動を考えていく必要がある。 

就学時健康診断時の訪問では、支援員が積極的に保護者と関わりをも

ち、短い時間ではあったが良好な人間関係を築くことができた。 

今後は、コロナ禍であっても支援員と保護者、あるいは保護者同士の関

わり合いがもてるような活動を強化していきたいと考えている。 

⑤活動財源 

 

☑文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


